
令和元年度 ロボット応用コース 

レスキュー競技 

レスキュー競技は次のコースを１階赤テープスタート位置から前進し早く２階の救護者（赤外線ボ

ール）を黒テープゴール避難する競技です。 

（スタートから救護者を避難ゴールまでのタイムトライアル、ゴールに赤外線ボールを避難させ終了

します 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 競技前の準備 

 ロボットをスタート位置に準備し指導員のスタート（競技開始）合図を待ちます。 

② 競技の開始と終了 

 指導員のスタート合図でタイム計測を開始します。 

 クラブ員はスタート合図でロボットのスタートボタンを押しますが、その後は、終了までロボ

ットには、触れません。 

 指導員は救護者（赤外線ボール）が避難ゴールするまでのタイムを計測します。 

③ 競技の順位 

 競技一番の目的は、いかに早くゴールさせるかです。 

 またロボットのプログラムにも順位は付きませんが評価にはなります。クラブ員は指導員   

からプログラム評価のため内容の説明を聞く時があります。 

④ ロボットのプログラム 

 ロボットがゴールするためのプログラムは壁を使ってもラインをトレースしても、プログラム

は自由です。 

⑤ ロボット 

 ロボットの乾電池は充電電池でもアルカリ電池でも単三電池の形でしたら種類は自由ですが

電池の本数は３本のままです。 


